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今年度の研究部会活動は、全国で24のグループが活発な活動を行っています。
各グループより、グループの紹介とシンポジウムでの発表に対する抱負などを語っ
ていただきました。3月の発表にご期待ください。

東日本地区 東日本地区

IE01はIT業界での経験豊富なメンバが在籍しています。今年はシンポジウム
での講演枠で皆さんの知識・ノウハウの向上に繋がる発表を企画しています。
お楽しみに！
橋本 隆史［カシオ計算機株式会社］
川口 賢一［小岩井乳業株式会社］
中村 清悟［システムアクテイベーション株式会社］
上釜 隆志［株式会社システムフロンティア］
飯田 昌也［株式会社ソフトウェア・パートナー］
天井 誠一［株式会社ソフトウェア・パートナー］
田中 豊久［株式会社匠BusinessPlace］

山形 友佳子［株式会社匠BusinessPlace］
野呂 泰仁［東亜建設工業株式会社］
金築 律夫［日本機械工業株式会社］
野川 充彦［パナソニックソリューションテクノロジー株式会社］
澤田 大輔
大須賀 一暢

これからのIT IE01

「ローコード」って聞いたことありますか？早い！安い！うまい！牛丼の話？いえ
いえ、ローコードです。今までの開発手法と比べて、どんな利点があるか私た
ちが教えます！
藤田 渉［出光興産株式会社］
稲垣 志明［株式会社エムアンドシーシステム］
杉山 雄紀［株式会社エムアンドシーシステム］
木村 京介［株式会社エムアンドシーシステム］

高木 崇裕［カシオ計算機株式会社］
柏 祥太［株式会社K-BIT］
米川 聡
海部 誠

ローコード開発の可能性 IE04

「PMBOK第7版が発行されたから6版はもう古い？」私たち独自の視点で
PMBOK第6・7版を読み解いて、すぐに使える“PMBOK攻略ガイド”をご提
案します！
立野 毅［出光興産株式会社］
鈴木 順也［株式会社NSP］
田村 優季［MS&ADシステムズ株式会社］
今井 彩友実［MS&ADシステムズ株式会社］
栁邉 利明［SOMPOシステムズ株式会社］

齊藤 裕子［ニッセイ情報テクノロジー株式会社］
山下 雅浩［リコージャパン株式会社］
加川 潤［株式会社リンクレア］
泉川 真吾
飯草 輝希

PMBOK 第7版によるプロジェクト管理 IE05

二十代～四十代の精鋭5名チームですが全員がゼロトラストセキュリティの知
識はゼロ。ゼロからスタートした分かりやすいゼロトラストセキュリティをお届
けします。
渡邉 光［エスアイエス・テクノサービス株式会社］
永田 大征［エスアイエス・テクノサービス株式会社］
高木 千賀子［MS&ADシステムズ株式会社］
箕浦 一輝［株式会社豊通シスコム］

近藤 知希［ニッセイ情報テクノロジー株式会社］
森 崇仁
松平 遥

わかりやすいゼロトラストセキュリティ IE06

SDGsの目標を達成するためには何ができるのか？当グループでは、目標5
「ジェンダー平等を実現しよう」に着目して、IT技術を用いた達成方法を考
え、検証します。
松永 優美子［株式会社インフォテクノ朝日］
小山 肇［AGSプロサービス株式会社］
佐々木 智美［株式会社エムアンドシーシステム］
折井 緑［株式会社エムアンドシーシステム］
吉田 裕貴［MS&ADシステムズ株式会社］
山元 絢子［MS&ADシステムズ株式会社］

夏井 誠［株式会社システムフロンティア］
野原 万葉［株式会社データ総研］
福重 裕菜［リコージャパン株式会社］
梅田 勇一
豊田 麻衣子

IT活用によるSDGsの達成 IE02

AI、機械学習、ディープラーニングも知らないところから研究をはじめました
が、今回の研究を現場に持ち帰ってこれるように頑張ります！
津田 哲昌［出光興産株式会社］
水島 康行［MS&ADシステムズ株式会社］
佐藤 咲［SOMPOシステムズ株式会社］

小宮 秀平［株式会社リンクレア］
小久保 暁人
渡邊 雄貴

AIOpsによる業務改革 IE03
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東日本地区 東日本地区

■ 情報活用研究部会　　
■ システム運用研究部会　　
■ 合同研究部会　　

 リーダ
 サブリーダ

第39回ユーザシンポジウムでは、22の研究グループが1年間の研究成果を発表します。
各研究発表の会場で、聴講者が「研究内容」と「プレゼンテーション」の2大項目につい
て評価し、投票します。投票結果を元に今年度の「最優秀活動賞」「優秀活動賞」「審査
員特別賞」など、各賞の受賞グループが決定します。

DXと言われる中、みなさまはデータの活用はできていますか？我々のチーム
ではデータ活用が進まない要因やどうすれば活用が進むかについて研究して
います。
吉井 みのり［アイシーエクスプレス株式会社］
小柳 恵美［出光興産株式会社］
八木 瞳［情報技術開発株式会社］
森谷 忍［TDIプロダクトソリューション株式会社］

武岡 茉歩［株式会社リンクレア］
吉谷 章宏
木村 友亮

ビジネスを発展させるデータ活用 IE07

運用における完全自動化は、運用管理者として永遠のテーマです。本研究で
は、自動化における課題を分析し、課題解決の道のりを研究・発表します。
今村 大樹［出光興産株式会社］
矢澤 瑞紀［大樹生命アイテクノロジー株式会社］
日比野 雅之［大樹生命アイテクノロジー株式会社］

水越 悠太［ニッセイ情報テクノロジー株式会社］
山口 雅道
石川 創大

IT運用業務の完全自動化実現 OE02

テレビ・ネットニュースでメタバースについて注目されていますが、実際の体験
を実施し普及までの課題を調査、検証していきます。独創的な発表を検討し
ているので乞うご期待！
城間 鈴奈［エスアイエス・テクノサービス株式会社］
幸田 一生［株式会社NSP］
新保 拓門［株式会社エムアンドシーシステム］
芦田 知江［株式会社エムアンドシーシステム］
佐々木 博亮［MS&ADシステムズ株式会社］
太田 悠樹［株式会社オカムラ］

永尾 謙伍［株式会社クエスト］
中村 旭［株式会社システムフロンティア］
大内 愛理［株式会社匠BusinessPlace］
岩下 正吾［株式会社リンクレア］
堀川 僚太
佐藤 来未

メタバースは日本に浸透するのか IE08

Z世代の社会進出により、企業は既存のビジネスを見直す転換期にあります。
本研究グループでは、Z世代が消費メイン層になった際のビジネス変化につい
て考察・提案します。
小林 直樹［株式会社NSP］
高橋 啓介［株式会社エムアンドシーシステム］
矢羽田 葵［株式会社エムアンドシーシステム］
澁谷 みか［株式会社エムアンドシーシステム］
米村 壮平［MS&ADシステムズ株式会社］

野呂 剛裕［株式会社K-BIT］
太田 大貴［株式会社匠BusinessPlace］
星 健太郎［株式会社丸井グループ］
山口 聡一朗
市野 亨

Z世代向けのビジネス変革 IE09

DXが浸透した世界における運用は、利害関係者との連携や価値共創が必要
な時代です。業種、役割も様々なメンバの多様な視点で『次世代運用部門』
の在り方を提案します。
阿部 徳久［株式会社アイネット］
中山 真輝［出光興産株式会社］
白土 和彦［ANAシステムズ株式会社］
高梨 了一［大樹生命アイテクノロジー株式会社］

横田 孝広［TDIシステムサービス株式会社］
小山 駿
山下 滉平

運用部門の役割再考 OE03

管理職層の研究グループであるOE01では、これからのIT及び、IT部門の在
り方について広い範囲で議論しています。今年度は「スポーツ×IT（スポーツ
テック）」、「メインフレームモダナイゼーション」、「人工知能の活用方法」、「IT
部門の方向性」などのテーマで活発な議論を行っています。
江里口 修［株式会社アークシステム］
小出 誠［株式会社アークシステム］
米林 喜一郎［ITS匠］
坂巻 弘織［出光興産株式会社］
寺門 美紀［MS&ADシステムズ株式会社］
小笠原 勝政［株式会社オカムラ］
国吉 典仁［カシオ計算機株式会社］
仲澤 栄明［コスモエネルギーホールディングス株式会社］
片山 隆［サントリーホールディングス株式会社］
石毛 幾雄［株式会社ソフトロード］
穴太 隆［TIS株式会社］

村岡 崇［株式会社フジミック］
佐藤 政文［株式会社フジミック］
三本 勝一［株式会社プラネット］
白石 兼康［元日立ビルシステム］
坪井 祐司［元LIXIL］
岩井 健男［LINE Financial株式会社］
中俣 幸二［株式会社リコー］
江戸 栄一［リコーITソリューションズ株式会社］
田中 彰［リコー ITソリューションズ株式会社］
伊香輪 宣隆
森脇 真吾

運用管理事例 OE01
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西日本地区

中部地区

中部地区東日本地区

クラウド管理って何をすればいいの？従来のシステム運用と何が違うの？そん
な疑問からスタートし、脱クラウド管理初心者を目指します。
築地 正浩［ANAシステムズ株式会社］
芦本 陸［情報技術開発株式会社］
李攀［株式会社THS］
杉浦 一久［杜陵印刷株式会社］

四宮 芽衣子［大樹生命アイテクノロジー株式会社］
関口 聖成
海蔵 航太

DX推進のためのクラウド管理実践 OE05

ビジネス要件が急激に変化するDX時代。今注目のローコード・ノーコードは
どのように仕事を変えるのか?若手チーム独自の柔軟な発想で、その有効性・
将来像を提言します。
田口 凌雅［株式会社KYOSO］
黒田 未来［株式会社クエスト］
吉田 一輝［生活協同組合連合会 東海コープ事業連合］
上田 勇輝［日東工業株式会社］

竹内 悠倭［株式会社リンクレア］
仙石 紗也乃［株式会社リンクレア］
松岡 親司

ローコード、ノーコードの開発 IN01

本研究グループでは、各社が抱えるタイムリーな課題、例えばDXへの取り組
み、人材育成・人材活用などに対して、メンバの経験を交えて情報交換をメ
インに活動しています。
深沢 修［旭化成アミダス株式会社］
網師本 里志［株式会社アド・ダイセン］
中西 要［エース株式会社］
熊取 美佐都［小浦石油株式会社］
小玉 博樹［小浦石油株式会社］
西 洋一［株式会社KYOSO］
坂元 弘樹［株式会社CACオルビス］
大西 勝久［生和コーポレーション株式会社］
堀 亮仁［第一工業製薬株式会社］
田中 聡［ディーコープ株式会社］
藤原 善秀［南海システムソリューションズ株式会社］

前田 史朗［株式会社西出自動車工作所］
滝川 奈緒美［株式会社ノエビア］
近藤 寿和［ユニチカ株式会社］
赤瀬 欣也［ユニチカ株式会社］
江角 博規［ユニチカ株式会社］
野田 賢治［株式会社リンクレア］
小野 俊治［株式会社ユニリタプラス］
中西 信一［株式会社ユニリタプラス］
三木 朝広
山本 真也

業務変革とIT活用 GW01

DevOpsの概要や活用事例を基に、既存のDevOps手法にとらわれない未
来の業務手法を研究テーマとして実際の活用事例から今後考えられる業務手
法やツールでの活用事例を発表します。
加藤 駿一［株式会社KYOSO］
白鳥 雄太［株式会社KYOSO］
坂井 暁［株式会社トヨタシステムズ］

山田 あい子［株式会社メイテツコム］
加藤 了嗣

これからのDevOpsを考える ON01

「ハイパフォーマーな運用組織」とは？そしてそれを実現するには？システム運
用の現場で使えるような施策について、発表では実際に試した結果をお伝え
したく研究中です。
原田 涼平［株式会社アイネット］
鈴木 武尊［AGSプロサービス株式会社］
筒井 紀顕［さくら情報システム株式会社］

伊原 啓介［第一生命情報システム株式会社］
瀧澤 隆弘
高尾 健太郎

ハイパフォーマーな運用組織の実現 OE06

製品ライフサイクルの課題解決としてクラウドが推奨される現代ですが、その
有効性やライフサイクル問題に直面した際の対応策について研究しています。
頑張ります！！
市川 紀菜［株式会社エムアンドシーシステム］
跡部 達也［株式会社K-BIT］
小竹 巧［ソニー生命保険株式会社］
荒木 貴宏［大樹生命アイテクノロジー株式会社］

関根 靖夫［株式会社タカインフォテクノ］
日下 航一
鈴木 康弘

製品・サービスのライフサイクル対策 OE04
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西日本地区西日本地区

九州地区

感染症によって大きく変わってしまった企業のワークスタイル。社員が独立し
て働くこの時代、社員のことを本当に把握できていますか？そんな社員を見守
ります。
長谷川 信博［株式会社KYOSO］
高取 知弘［株式会社コーユービジネス］
大野 聖矢［株式会社CACオルビス］
山岡 健司［株式会社ノエビア］

川原 福正［ユニチカ株式会社］
上本 直人
北川 博之

IoBで実現する感染症対策 GW02

メンバ全員が20代ということもあり、若手目線からのアプローチによるコミュ
ケーション手法の研究に取り組んでいます。シンポジウムまで全力で駆け抜け
ます！
大石 新［株式会社インフォセンス］
三木 弘哉［株式会社インフォセンス］
油野 郁実［情報技術開発株式会社］
馬森 大樹［西鉄情報システム株式会社］

宮田 隼人［西日本自動車共済協同組合］
大川内 健人［株式会社リンクレア］
馬込 秀紀

IT部門強化に向けたコミュニケーション手法 IKOK01

AIで出来る事、人にしか出来ない事を振り分け、AIによる業務改革が出来る
のかを管理職で検証。AIは貴方の席を奪うのか？助けてくれるのか？を研究し
ています。
井澤 博美［小浦石油株式会社］
黒崎 昭夫［株式会社オプテージ］
里田 遼介［京セラ株式会社］
松岡 安莉沙［さくら情報システム株式会社］
日和佐 智彦［情報技術開発株式会社］

都築 慶大［第一工業製薬株式会社］
矢橋 美智子［ユニチカ株式会社］
朝倉 瑞樹［株式会社リンクレア］
橋本 学
有城 貢樹

AIを活用した業務改革 GW03

近年話題となっているSDGs。当グループでは「SDGs×防災」に着目し、災
害から身を守るためのシステムをITで実現する方法について研究しています。
大越 歩美［旭化成株式会社］
神谷 俊佑［株式会社KYOSO］
宮田 佳典［株式会社CACオルビス］
宮田 光貴［第一工業製薬株式会社］

関谷 佑美［ユニチカ株式会社］
竹花 凜［株式会社リンクレア］
黒田 浩子
合田 遥南

SDGsを実現するITとは GW04

会議に対して不満はありませんか？私たちはそんな不満をすべて解決する、AI
が相談相手になってくれる、あったか～いミライの会議をデザインしました。
米澤 愛実［株式会社コーユービジネス］
山本 真由［株式会社コーユービジネス］
松下 祥子［TDIシステムサービス株式会社］
福光 純子［ニッセイ情報テクノロジー株式会社］

下塚 弘之［ニッセイ情報テクノロジー株式会社］
川西 慧［日本精線株式会社］
北方 一騎
正村 椋介

AIで変える次世代リモート会議 GW05

IT部門って裏方と思っているそこのあなた！企業における内製化が進むこれか
らの時代のIT部門の役割はむしろ主人公になるかもしれません。どうぞご期
待ください。
村山 翔梧［生和コーポレーション株式会社］
横井 真一［株式会社ダイハツビジネスサポートセンター］
山岸 波留己［株式会社ダイフク］
貫井 隆文［東洋アルミニウム株式会社］
藤井 康弘［ニッセイ情報テクノロジー株式会社］

深瀬 大地［松尾産業株式会社］
門田 誠希［ユニチカ株式会社］
高橋 志音
吉岡 佳音

企業の内製化を進めるためのIT部門の役割 GW06

■ 情報活用研究部会　　
■ システム運用研究部会　　
■ 合同研究部会　　

 リーダ
 サブリーダ
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5月　May
春の全体会   
・東日本合同（5/18）   
・中部、西日本、九州合同（5/20）
研究グループのキックオフとなる春の全体会を今年もオンライ
ンで実施いたしました。
全国の各グループとも、メンバの顔合わせと初会合を兼ねた
キックオフ。各グループの意気込みなどを発表いただきました。
2022年度は、研究活動においてリアル開催での会合も可能
ですので、オンライン会合とリアル会合を組み合わせた研究
活動になります。

7月　July
集中討議（合宿）   
・東日本情報活用（7/8）
オンラインで実施していた集中討議を、3年ぶりに対面形式
で開催しました。
この時期にグループのメンバと直接会って会話できたことで、
メンバ間の距離が縮まりました。
研究テーマについて議論したり、他のグループの状況を聞い
たりして、充実した集中討議になりました。

・西日本・九州合同（7/8）
2020年、2021年とオンライン開催でしたが、今年度は、
日帰りではあるものの対面で開催することができました。
1グループのみオンライン参加でしたが、残りの5グループは
対面で、グループ討議、グループ間情報交換、発表、フィー
ドバックを行いました。

（現地参加43名、オンライン8名）
初めて対面で顔を合わせるグループも多いため、どうなること
かと思いましたが、皆さん積極的で大いに盛り上がりました。

・東日本システム運用（7/15）
今年は、3年ぶりに対面形式で開催しました。研究グループ
討議、発表、フィードバックをプログラムとして予定し、無事
終了しました。新たな取り組みとして、代表、副代表と研究
グループリーダ、担当コーディネータが面談する時間を設けま
した。結果、研究状況に対し、的確なアドバイスをいただき、
課題や問題を共有するとともに、研究テーマ決めや研究の方
向性を確認する機会になりました。対面形式の実施により、
他の研究グループの研究活動状況を相互で把握でき、フィー
ドバック、意見交換も積極的に実施されていました。

・中部地区（7/22）
開催日直前まで対面開催のみの予定でしたが、新型コロナウ
イルスが猛威を振るっており、都合により対面での参加を控
えたいと希望される方が何名かいらっしゃったため、急遽対
面参加とオンライン参加のハイブリッド開催となりました。
ハイブリッド開催が直前に決定となったため、音声など一部
課題は残りましたが、欠席者なしで開催ができ、研究テーマ
についてまとまった時間で討議することができました。

活動報告
2022年度

今年度も多くの方にご参加いただきました。
今年度の残りと、来年度も多数の企画をご提案してまいりますので、
皆さまの積極的なご参加をお待ちしております。

2022年4月～2023年3月
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9月　September
グループリーダ会議   
・東日本情報活用（9/14）   
・西日本・九州合同（9/21）
各地区の代表、副代表、各グループのリーダとコーディネー
タが集まり、オンラインで実施しました。
東日本情報活用では、グループをまたいだ研究発表に関する
テーマのディスカッションを行いました。また、グループごと
に代表、副代表との面談を実施し、進捗の共有や課題につ
いてフィードバックをもらい、客観的に研究の状況を認識する
ことができました。
西日本・九州合同では、各グループリーダから研究状況と課
題、今後の方向性について、報告していただきました。
グループごとに進捗の差が出てきており、安心したグループと
焦りを覚えたグループがあったようです。
シンポジウムまでの今後の課題が明確になり、士気が高まり
ました。

10月　October
グループリーダ会議   
・東日本システム運用研究部会（10/4）   
・中部地区（10/6）
オンラインにて、実施しました。
東日本システム運用・中部は共に、他のグループの様子を知
るためにも、例年全メンバで参加しており、今年も同様にメ
ンバの方にも参加いただきました。
他グループの様子や、研究の状況を共有できたことで、よい
刺激になり、今後の取り組み方を明確にすることができました。

第154回マネジメント研究会（10/28、29）    
合計56名（対面：21名、オンライン：35名）ご参加

『デジタル戦略部様DXのお取り組み』
ヤマハ発動機株式会社
IT本部 デジタル戦略部 部長 新庄 正己 様  
IT本部 デジタル戦略部 データ分析グループ 宮本 悠矢 様

ヤマハ発動機デジタル戦略部様のDXのお取り組みについて
ご講演いただきました。
今回は、3年ぶりの対面と、オンライン配信のハイブリッド開
催となりました。
ヤマハ発動機様のコミュニケーションプラザでは、歴史等をご
講演いただいた新庄様にご説明いただけるというサプライズ
がありました。設計に携わられたというバイクも拝見させてい
ただきました。
対面でのお申し込みは想定以上でした。全国から集まってい
ただき、交流ができ、ご参加いただいた方々には大変満足い
ただける会となりました。

11月　November
第4回ITゼミナール（11/18） 19社 25名ご参加

『Omniverseで実現する産業用メタバース』
エヌビディア合同会社 
エンタープライズ事業本部 プロフェッショナル ビジュアライゼーション  
ビジネスデベロップメントマネージャー 高橋 想 様

今年度のITゼミナールは「メタバース」をテーマにオンライン
で開催を予定しています。
1回目は産業用メタバースとしてのプラットフォームである
Omniverseについて、ご説明いただきました。
色々な分野で採用されつつあり、様々な例を見せていただき
ました。車のデザインをOmniverseで実現されている例をご
紹介いただきましたが、見る方向によって光の加減が異なる
ように映り込みもリアルに再現されていたり、同時複数人が
それぞれのツールでデザイン変更しているものがリアルタイム
に確認できるというものを拝見させていただき、かなり進化し
ていることを実感させられました。
ご参加いただいた方々にも大変満足いただきました。

▲

 12月以降の予定

12月　December
冬の全体会
・東日本地区（12/8）  ・中部地区（12/13）   
・九州地区（12/15）  ・西日本地区（12/16）

第5回ITゼミナール（12/14）

2月　February
Web総会   

3月　March
 第39回UNIRITAユーザシンポジウム（3/2～ 3/4）  
第50回定時総会報告

※社名・所属・役職などは開催当時のものです。

今年度は4年ぶりに福岡にてシンポ
ジウムを開催予定です。事務局体制
も一新し、開催に向けて準備を進め

ております。新型コロナウイルス感染対策などもあり、前回
の福岡開催と異なる部分もございますが、良き交流の場、
学びの場となるよう精一杯準備してまいりますので、当日ま
で楽しみにお待ちください。
また、シンポジウムに向けて研究発表の準備も大詰めかと
思います。本番で悔いのない発表をしていただけるよう、
事務局もサポートさせていただきます。皆さまと福岡でお会
いできること、事務局一同楽しみにしております。

編集後記
事務局より
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The 39th UNIRITA Users’ Symposium 

　　　　UNIRITAユーザシンポジウム 
開催のお知らせ

UNIRITA ユーザシンポジウムを下記の通り開催いたします。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

開催期間 ：  2023年3月2日(木) ～ 3月4日(土)

会　　場 ：  ヒルトン福岡シーホーク 
〒810-8650 
福岡県福岡市中央区地行浜2-2-3

参 加 費 ： 68,000円／名

UNIRITAユーザ会入会のご案内
ユニリタグループが提供するソフトウェア・プロダクトおよびサービスを利用している企
業・団体様は随時入会できます。年会費は30,000円／社です。（事業年度1月～12月）

ユーザ会が提供する活動での会合費は基本的にはかかりません。
入会の手続きに関しましては、ユーザ会ホームページをご確認いただくか、ユーザ会事
務局までお問い合わせください。

非会員の皆様へ

UNIRITA ユーザ会事務局
E-Mail：usergrp@unirita.co.jp
TEL：03-5463-6412
        （受付時間：平日 9：30 ～17：00）

お問い合わせ

第39回

お申し込み・詳細はユーザ会ホームページをご覧ください。

▲ https://www.uniritauser.jp/

QRからも
アクセスできます

お早めにお申し込みください!!


